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京都府舞鶴港ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
　http://www.pref.kyoto.jp/trade/1284603050669.html
文化の感動　京都国文祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	「国民文化祭・京都２０１１」
PＲ隊長　まゆまろ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今回の「東日本大震災」におきまして、多くの方々がお亡くなりになったことに対しましてお悔やみ申し上げますとともに、被災された皆様をはじめ、今も避難生活を余儀なくされておられます皆様に、心からお見舞いを申し上げますとともに、１日も早い復興を心から願っております。

＝≪目　　次≫＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
1. 特集－中国でのプロモーション活動について

2,日本海側拠点港の選定について

3.「東日本大震災支援」関連情報

4.京都舞鶴港ホットニュース
5.商工トピック

6.エリア情報
7.関連情報

　（港湾荷役代理店連絡先、航路スケジュール、貿易情報等）

8.編集後記

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

◇◆みずなぎ通信第１２号を送信いたします。今月号は、大連市や瀋陽市における京都舞鶴港プロモーション活動や日本海側拠点港選定への申請など、京都舞鶴港を取り巻く最近の動きをお届けします。◇◆
●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○

１　特集－中国でのプロモーション活動

○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●

■□■中国遼寧省（大連市・瀋陽市）で京都舞鶴港プロモーションセミナー等を開催し、京都舞鶴港の優位性をアピールしました。■□■

　　　　　　　　　 

　7月11日～15日にかけて、太田副知事をトップとする訪問団を発展著しい中国東北3省の一つ遼寧省大連市、瀋陽市に派遣しました。

まず、最初に訪れた大連市は、人口585万人で、夏が比較的涼しく、過ごしやすい気候となっており、日本語を話せる人が多いのが特徴です。

大連市とは、舞鶴市が来年、友好都市提携30周年を迎えるとともに、京都府も今年が覚書5周年となることを節目としてさらに相互の交流を促進することを目的に覚書を交わすなど行政間レベルで密接につながっており、民間レベルでも京都企業が多く進出するなど、様々な分野で幅広くつながりのある都市です。

　大連市は、中国東北3省の玄関港として発展が著しく、年間のコンテナ貨物取扱数も500万TEU（2010年）を超え、空港の利用者数も1000万人(2010年)を超えるなど、人流、物流の拠点としての急速に交通基盤整備が進んでおり、2012年には大連－ハルビン間の904kmが旅客高速鉄道で結ばれ、特に遼寧省の省都瀋陽とは道路と鉄道の両方の高速交通網が構築されます。インフラ整備と並行して、遼寧沿海経済帯発展計画に基づき製造業等の企業誘致を積極的に進めるとともに、市民向けの生活基盤の向上に力を注ぎ、都市化開発もめざましいものがあります。

今後も大きく発展が見込まれる大連市において、大連市人民政府や中国国際貿易促進委員会大連市分会などの関係機関を訪問し、港湾整備や都市開発、企業誘致の動向などの意見交換を行い、京都舞鶴港の理解度を深め、今後の一層の利用拡大に向けて、ネットワークの構築を図り、今後も相互に訪問するなどにより、定期的に意見交換することとなりました。

「2011京都舞鶴港セミナー in 大連」では、大連市内に拠点を設ける船会社、物流業者、旅行業者など100名を超える参加者を得て、これまで必ずしもあまり知られてこなかった京都舞鶴港の優位性を大いにアピールすることができました。

セミナーでは、訪問団を代表し、京都府太田副知事があいさつし、来賓からは、中国国際貿易促進委員会大連市分会　張副会長並びに大連市物流協会廬副会長にあいさついただきました。

大連市物流協会 趙秘書長様の「東北アジア物流の現況」と題する講演では、京都舞鶴港を積極的な利用に向け、優位性について高い評価をいただきました。

セミナー開催当日は、今後の大連と京都府の一層の京都舞鶴港と大連港間の利用促進と交流促進に向け覚書を交換しました。

中国大連市人民政府や中国国際貿易促進委員会の全面的な協力と理解を得られたことで、意義深いプロモーション活動を行うことができました。

次に、訪問した瀋陽市は、中国遼寧省の省都であり、吉林省、黒竜江省東北3省の中で人口は717万人と最大の都市で、高速道路、鉄道の整備と併せながら、大連と瀋陽間は、2012年開業予定の高速鉄道を利用すれば2時間弱で結ばれ、道路も片側５車線の高速道路もつながっています。　　

現在、瀋陽市では、同市を中心に周辺200km圏内を取り巻き、人口約2,400万人の一大経済圏を形成する「瀋陽経済区」として開発計画が推進されており、日本企業もこうした中国国内内需を視野に入れ、次々と立地を進んでいます。住宅着工戸数一つとっても1年当たり2,000万戸というスケールは企業にとっても大きな魅力とのことで、今後、中国の需要をにらんだ企業進出が続くものと見込まれます。

瀋陽市は、このように飛躍的な発展が見込まれる北にある東北3省の重要拠点であり、北東アジアの関西圏における日本海側拠点港として京都舞鶴港を発信していくことは極めて重要であることから、今回、初めて訪問することとし、プロモーション活動を行いました。

瀋陽市の各訪問先では、日本の古都として観光都市京都に対する印象はあっても、日本海に面し、港があると言うことは知られておらず、京都舞鶴港の位置関係などを説明する中で優位性について一定の理解を得られたものと思われます。

活動の内容としては、まず日系企業訪問として、安川電機(瀋陽)有限公司を訪問し、瀋陽経済技術開発区における日系企業の状況を見せていただき、製品の販路が中国国内であることをお聞きし、急速に拡大する中国の内需拡大の動向を実感しました。

次にセミナーでは、瀋陽市に立地する日本企業をはじめ製造業、中国の物流関係企業、遼寧省・瀋陽市の各政府関係者に御参加いただき、今後の関係の強化を確認しあうとともに、中国の経済、物流の動向を意見交換し、今後の京都舞鶴港の利用実現に足がかりを構築できたと思います。

在瀋陽日本国総領事館の訪問し、ロシア、北朝鮮情勢も踏まえた東北3省との物流ネットワークの現況、将来見通しなどの情報収集を行い、最後に訪問した中国国際貿易促進委員会瀋陽市分会では、経済、物流などの分野において、お互いの交流を進め、京都舞鶴港と瀋陽市の発展につなげるよう定期的に意見交換していこうということになりました。

以上、今回の5日間にわたるプロモーション活動により中国との関係強化が一層図られ、物流関係業界を中心に京都舞鶴港のネットワーク構築、京都舞鶴港の優位性が発信できたことで、大変の意義深いものとなりました。

また、今回の一連の活動が、京都舞鶴港が選定を希望しています日本海側拠点港として各事業を取り組んでいくための重要なネットワークの構築づくりにつながっていくものと期待されます。

●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
２　日本海側拠点港の選定を目指した応募
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●

■■■■■京都舞鶴港は「日本海側拠点港」に応募しました。■■■■■

国土交通省では、日本海側拠点港の形成に関する検討委員会での議論を踏まえ、6月3日から募集を開始し、7月29日に募集を締め切りました。

日本海側拠点港の形成については、中国・韓国・ロシアなど日本海周辺の対岸諸国の経済発展等を我が国の成長に取り込みつつ、日本海側各港湾の役割の明確化と港湾間の連携を図ることにより、日本海側港湾全体の国際競争力を強化し、ひいては、日本海側地域の経済発展に貢献することを目的に進められるものです。

また、東日本大震災を踏まえ、太平洋側港湾の代替機能の確保により災害に強い物流ネットワーク構築するとともに、防災機能の確保を図ることとしています。

拠点港には19港湾管理者、23港から44の計画書が提出されています。

京都舞鶴港は、6月29日、日本海側拠点港の公募に対し、以下の機能で計画書を提出しました。

国際コンテナ…2025年目標：中国航路、韓国航路等の増便により週7便の航路を目指す。

国際フェリー、国際定期旅客（敦賀港との連名応募）…2025年目標：中国航路及び韓国航路の開設により、週5便の就航を目指す。

外航クルーズ…2025年目標：環日本海クルーズ等、年間15便程度の寄港を目指す。

8月23日には、国に対するプレゼンテーションを行い、秋頃選定の予定です。

今後の京都舞鶴港の目指す姿としては、

○若狭湾のユニットロードハブ拠点化

○地域発生集中コンテナ貨物の日本海側拠点化

○関西、東海経済圏における日本海側人流拠点の形成

です。

また、東日本大震災の教訓を踏まえて、日本海側における防災拠点機能の確保を目指しています。

京都舞鶴港は、湾内が年間を通じて極めて静穏であることに加え、対岸諸国に近く、対岸諸国災害時の国際貢献の拠点としてのポテンシャルが高いことに鑑み、太平洋側に集中する広域的防災拠点の機能整備や太平洋側のバックアップ機能の確保が求められる中、京都舞鶴港の広域的防災拠点としての整備が重要と考えております。

京都舞鶴港としては、日本海側拠点港の選定に向け、引き続き総合的な取組を進めてまいりますので、御支援・御協力をお願い致します。

●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
３　「東日本大震災支援」関連情報
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
■■東日本大震災被災地への救援物資等の海上輸送については、京都舞鶴港の港湾施設使用料等を減免しております。■■

減免内容及び問い合せ先は以下のとおりです。

１　対象施設及び減免額

①岸壁及び桟橋（総トン数１トンにつき係留時間２４時間までごとに）

　料金：４．３円→全額免除

②物揚場（貨物搬入の日から１５日まで　１平方メートルにつき１日）

　料金：１．４円→全額免除

　物揚場（貨物搬入の日から１６日以後　１平方メートルにつき１日）

　料金：２．８円→全額免除

③上屋（甲種上屋　１平方メートルにつき１日）

　料金：１９円→全額免除

上屋（乙種上屋　１平方メートルにつき１日）

　料金：１７円→全額免除

　上屋（丙種上屋　１平方メートルにつき１日）

　料金：１１円→全額免除

　上屋（コンテナフレートステーション　１平方メートルにつき１日）

　料金：１８円→全額免除

④起重機（多目的クレーン　１基につき１時間）

　料金：１３，８００円→全額免除

起重機（ガントリークレーン　１基につき１時間）

　料金：３５，０００円→全額免除

⑤荷さばき地（１平方メートルにつき１日）

　料金:３．９円→全額免除

⑥野積場等（舗装部分　１平方メートルにつき１日）

　料金：２．２円→全額免除

野積場等（未舗装部分　１平方メートルにつき１日）

　料金：１．１円→全額免除

⑦船舶給水施設（１立方メートルまでごとに）

　料金：２４０円→全額免除

２　減免対象

　東日本大震災被災地への救援物資輸送並びに震災に伴うチャーター船等による緊急輸送等の港湾施設の使用（民間、公共とも）

３　減免期間

　３月１５日から当分の間

４　問い合せ先

　京都府建設交通部港湾課　℡：０７５－４１４－５３０２

　京都府港湾事務所　℡：０７７３－７５－１１７４

５　その他

　なお、運用につきましては、可能な限り柔軟に対応したいと考えておりますので、何かございましたら、上記問い合せ先に御照会ください。

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
４　京都舞鶴港ホットニュース
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
【京都舞鶴港ホットニュース】

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

大連市（中国）、ナホトカ市（ロシア）、浦項市（韓国）と「経済交流の推進等に関する覚書（協定書）」を
締結しました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

京都舞鶴港の振興に向け、海外との連携を進めるために、7月12日に大連市（中国）と、7月25日にナホトカ市（ロシア）と、7月26日浦項市（韓国）と「経済交流の推進等に関する覚書」を締結しました。

大連市とは舞鶴市が来年30周年を迎える交流の歴史があり、また、京都府とは「経済交流の推進に関する覚書」を5年前に締結し、その翌年航路を開設した実績があります。今回はこれら交流の歴史を踏まえ、①京都舞鶴港－大連港間の定期航路の更なる安定化、拡充に向けた相互協力、②観光交流を推進し、京都舞鶴港－大連港の間の客船誘致に向けた諸条件の整備に関する相互協力及び府民・市民の相互交流の更なる促進、③企業の相互進出と海外販路開拓に向けた相互の支援の推進を改めて確認しました。

ナホトカ市とは舞鶴市が今年50周年を迎える交流の歴史があり、また、ナホトカ航路も50年にわたり定期的に就航していることから、今回、①既存のナホトカ航路の拡充推進と京都舞鶴港－ナホトカ湾のコンテナ船・RORO船による定期航路の開設に向けた諸条件の整備に関する相互協力、②観光交流の推進と京都舞鶴港－ナホトカ湾の間の客船誘致に向けた諸条件の整備に関する相互協力について、新たに合意しました。
浦項市とは、今回初めての協定書の締結であり、①日韓両国の貿易推進及び京都舞鶴港－浦項迎日湾港間における国際定期航路等の開設に向けた諸条件整備に関する相互協力、②観光交流や修学旅行等の府民・市民の相互交流について検討や海上交通を活用した日韓周遊ルートの開発など、新たな観光ネットワークの形成等についての相互協力、③企業の相互進出と共同研究開発に向けた検討の推進について合意しました。

京都舞鶴港はこれら対岸諸国の港湾との連携を通じて、既存航路の安定化・拡充、新規航路の開拓などを進めてまいります。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

関西領事館フォーラム第9回視察ツアーで京都舞鶴港を訪問されました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

8月4日、関西にある、韓国、中国、ロシア等１１ヶ国・地域の総領事をはじめとする総領事館関係者２３名が京都舞鶴港と天橋立を視察されました。

同ツアーは関西の魅力を知ってもらおうと近畿地方整備局や近畿経済産業局等が２年前に始め、関西の各地を回っています。昨年、舞鶴国際ふ頭が完成したこともあり、今回初めて近畿北部の視察先として京都府北部（京都舞鶴港、天橋立）が選ばれました。

一行は、午前中、天橋立の視察した後、昼食懇談会で井上宮津市長の挨拶や京都府北部の観光の魅力について説明を受けられた後、午後から、京都舞鶴港の船上視察、舞鶴市政記念館での多々見舞鶴市長の挨拶や舞鶴市の観光の説明を受け、ケンコーマヨネーズ(株)西日本工場を見学されました。

新たな国際ふ頭の完成やアクセス道路の整備など、関西経済圏の日本海側のゲートウェイ機能の強化を進めている京都舞鶴港にとって、今回の視察ツアーは関西の総領事館関係者に向けた絶好のＰＲの機会となりました。

京都舞鶴港振興会では、今後とも、このような視察ツアーを積極的に開催し、国内外に京都舞鶴港利用をＰＲしてまいります。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
京都舞鶴港の長期構想をパブコメに向け、とりまとめを行いました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
7月22日、京都舞鶴港の長期構想を策定する委員会「はばたくみなとまいづる恵（めぐみ）のプラン策定委員会」の第6回会合が舞鶴市で開催され、長期構想のとりまとめとともに、日本海側拠点港に関する議論も行いました。

長期構想は、今後、パブコメを募集する予定であり、次期港湾計画改訂計画についても順次審議を進め、今年度内に国の交通政策審議会港湾分科会に上程して成案を目指します。長期構想には、関西経済圏の日本海側ゲートウェイ機能を京都舞鶴港が担う内容を明記します。

また、今回の委員会では日本海側拠点港の応募に関して委員から助言等があり、同意見も踏まえて、計画書を作成し、提出しています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

京都舞鶴港・小樽港・伏木富山港が連携して、客船誘致を進めます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

8月8～9日、京都舞鶴港・小樽港・伏木富山港の3港が連携して、クルーズ客船などの誘致を目指す「環日本海クルーズ促進協議会（仮称）」の設立準備会を東京で開催しました。

今年度内に3港の港湾管理者と関係自治体などで同協議会の設立を目指すことを確認するとともに、今後の事業展開などを詰めるため年内に再び準備会を開催することを決めました。

8日は、外国クルーズ船社の日本側代理店と意見交換し、同社からは3港連携を肯定する見解が出たことを受け、今後共同で事業展開しながら、船社等への積極的なアプローチを進めることとし、共同パンフレットの作成や協議会の事業の詳細について、今後も、準備会議を開催することとなりました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

京都舞鶴港－小樽港の連携を進めています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

6月16～18日の３日間、京都舞鶴港関係者が、北海道（札幌市、小樽市）を訪問し、(社)北海道商工会議所連合会やホクレン農業協同組合連合会の他、船社や港湾管理者である小樽市等との意見交換を行い、①北海道物産の京都舞鶴港を中継港とした中国への輸出振興、②内貿長距離フェリーを活用した海外からの観光誘客振興について提案し、今後、実現に向け、連携の取り組みを進めることとなりました。

物流面においては、現在、具体化に向けた北海道と結ぶ長距離フェリーなどの内貿機能と一体化した国際輸送モードを考えており、また、観光面においては、昨年、北海道等との長距離フェリーを盛り込んだ中国人観光客向けのツアーが好評を得るなど、物流・人流両面での京都舞鶴港－小樽港の利用促進が期待できます。今後とも、両港の関係者が連携し、新たな企画を提案してまいりますので、御支援と御協力をお願い致します。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「総合特別区域法」が施行になりました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

8月1日、「総合特別区域法（総合特区法）」が施行になりました。

同法は、限定された地域で、規制緩和や税制・財政・金融上の支援措置を行う「総合特区制度」を創設するためのもので、先駆的な取組を行い、国際競争力等の向上を目指す「国際戦略総合特区」と、地域資源を最大限活用し、地域力の向上を目指す「地域活性化特区」の2種類の特区を指定することとしています。

総合特区の選定においては、▽包括的、戦略的な政策課題の認定と解決策の提示、▽先駆性と一定の熟度、▽取組の実現等を支える地域資源等の存在、▽有効な国の規制・制度改革の提案、▽地域の責任ある関与、▽明確な運営母体などといった項目を評価し、特区を指定する見込みとなっています。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
平成23年9月19日　新日本海フェリーで行く！ 舞鶴・丹後冠島周遊クルーズ　募集中

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第5回目となる新日本海フェリーで行く周遊クルーズ。

今回、海上自衛隊の基地のある舞鶴湾東港から出港したのち、新しいルートとして伊根の舟屋がある丹後半島伊根沖からオオミズナギドリの繁殖地として島そのものが国の天然記念物となっている冠島・沓島を通る魅力満載のデイクルーズとなりました。

舞鶴和太鼓集団「かわら屋」による和太鼓演奏やクイズラリー、北海道の特産品販売など、船内イベントも盛りだくさんです。

◇開催日時　平成23年9月19日（月・祝）

◇発着場所　舞鶴港　前島ふ頭フェリーターミナル

◇航行時間　午後0時～午後3時

◇周遊ルート　舞鶴港～伊根沖～冠島・沓島～舞鶴港

◇使用される船　普段、舞鶴～小樽間を約20時間で結ぶ高速フェリーとして運航されている「はまなす（総トン数：16,810トン　旅客定員：820名）」に乗船いただきます。

◇申込コースには、

①ランチバイキング＋クルーズコース

（大人(中学生以上)６，８００円　小学生４，７００円　(3歳～就学前)２，０００円　(３歳未満)無料）

②クルーズコース

（大人(中学生以上)４，８００円　小学生３，３００円　(3歳～就学前)１，５００円　(３歳未満)無料）

があります。

◇実施主体

企画：舞鶴観光協会・丹後広域観光キャンペーン協議会

旅行企画・実施：株式会社ヴィーナストラベル

協賛：新日本海フェリー株式会社

後援：関西クルーズ振興協議会

◇申込先

電話　又は　ＦＡＸで、株式会社ヴィーナストラベル　まで

TEL０６－６３４８－０５７１　FAX０６－６３４８－０５７３

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
５　商工トピック
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○

□□京都舞鶴港振興会では、「2011大連中日貿易投資展示商談会」の出展者を募集しています。□□

一般社団法人京都舞鶴港振興会が日本国際貿易促進協会京都総局に協力し、中国大連で開かれる上記展示会の出展者を募集いたします。

中国東北地方で最大の国際貿易拠点である大連は、日本との交流の歴史も長く、日系企業も多数進出しています。

本展示商談会は、日本製品に特化した展示商談会であり、主催者である大連市をはじめとする中国遼寧省、東北三省（黒竜江省・吉林省・遼寧省）、華北・華東地区を中心に多くのバイヤーや一般市民を招き広範に商談の機会を設けています。

１　内容

　2011大連中日貿易投資展示商談会で、日本国際貿易促進協会京都総局・パビリオンを設けます。

　一般社団法人京都舞鶴港振興会は、同パビリオンの開催に協力します。

２　会期

　2011年(平成23年)10月28日（金）～29日（土）

３　規模

　大連世界博覧広場　16小間～20小間

４　特徴

　あらかじめ中国側に事前連絡を行いビジネスマッチングの商談を行いますので、出品の反応を確かめられるメリットがあります。

　商談は、事前予約により、①輸出入貿易、②生産委託、③技術提携、④販売提携などを対象に商談相手が準備されます。

５　出展

　本展示商談会への出展に当たり、「日本国際貿易促進協会京都総局・パビリオン」を設置し、代表申込者となり、出展者のための出展申込から各種申請手続、パビリオンの特別装飾、現地での運営まで、総合的なサポートサービスを提供します。

　出展料：１小間　５０，０００円

　出展費用に含まれるもの

①出展ブース・スペース、②上記ブース仕様の設備、③単相220V/5Aまでの電気幹線工事費、④共用施設の工事費及び維持費、⑤来場者サービスに関わる費用（ガイドブック掲載費、開幕レセプション費用など）、⑥会場安全管理費及び警備費

６　問い合わせ先

◆一般社団法人 京都舞鶴港振興会

〒624-0945　京都府舞鶴市字喜多1105番1

電話 (0773)75-7184　FAX　（0773）75-7198　

□□□中国をはじめとする海外販路開拓を支援する「貿易相談窓口」を御紹介します。□□□

（財）京都産業２１では、京都企業の国際ビジネス相談窓口として、経験豊富なスタッフ２名を新たに配置し、「京都府海外ビジネスサポートセンター」を開設しています。

当センターでは、海外の経済・貿易・投資などの情報提供やアドバイス、貿易実務講座の開催に加えて、中国市場開拓支援機能を強化し、京都府上海ビジネスサポートセンターと連携し中国ビジネスに関する情報提供やアドバイス、中国企業との取引支援を行うこととしています。

中国をはじめ海外とのビジネスをお考えの方は当センターへご相談ください。

　　

１　主な支援メニュー

　■貿易・海外投資の相談・情報提供

　　○貿易実務相談（関税、商習慣、契約、決済等）

　　○海外経済・産業、輸出入制度に関する情報提供

　　○海外の販売先、仕入れ先開拓に関する相談

　　○日本貿易振興機構（ジェトロ）が行う見本市、補助金等の情報提供

　　○国際ビジネスに関する資料、書籍の閲覧、コピー提供

　　　ジェトロ会員用定期刊行物やミプロ（対日貿易投資交流促進協会）、日本関税協会、国、支援機関、出版社等が発行する資料・書籍等

　　○貿易実務講座の開催

　■中国市場開拓のサポート
　　○中国ビジネス情報の提供・アドバイス

　　○京都府上海ビジネスサポートセンターとの連携による中国企業との取引支援

　　○中国で開催される展示会の出展支援

　　○中国で開催する京都物産展やアンテナショップの出品支援

　　

２　お問い合せ先

　　京都府海外ビジネスサポートセンター（担当：伊藤、杜（ドゥ））

　 　TEL 075-315-8590   FAX 075-323-5211

     E-mail  kaigai@ki21.jp　

□□□セミナー等をお知らせします。□□□

「東南アジア食マーケットセミナー」
【日時】　平成23年8月29日（月） 14:00～16:30

【会場】　大阪城スクエア 大手前ホール（大阪市中央区大手前1-3-20）

【内容】・「諸外国の食品輸入規制への対応について」

　　　　　  農林水産省　近畿農政局　西原 茂 氏

　　　　・「野菜スイーツをアジアへ」

　　　　　  (株)秀農業 (Excel Agri Inc.)代表取締役　加藤 秀明 氏

　　　　 ・「東南アジアのおける戦略的マーケティング」

　　        (株)JTB西日本　課長　西川 太郎　氏

　　　  ・海外展開における公的支援制度について

　　　　　　(独)中小企業基盤整備機構　近畿支部　経営支援課

【定員】　100名（事前申込制）　　　【参加費】　無料

【申込】メールにて申込みください。world-export@west.jtb.jp

　　　　　本文に、所属組織名　（部署）／出席者の氏名（ふりがな）※3名様まで

　　　　　お電話番号を必ず明記ください。

　　　　　※メールの件名：〈東南アジア食マーケットセミナー参加登録〉

　　　　　※参加証等は発行されません。

　　　　　※当日、受付にてご登録いただいた「所属組織名」「出席者の氏名」をお伝えください。

【問合せ先】　株式会社JTB西日本　法人営業大阪支店　公務営業部

　　　　　　　　担当：橋本・颯田（サッタ）・夏山・西川

　　　　　　　　TEL：06-6252-2540

□□□□ＥＵ等向けに輸出される食品に関する証明書の申請を受付ています。□□□□

東日本大震災以降、福島原子力発電所の事故を受けて、欧州連合（ＥＵ）等では日本からの輸出食品について輸出規制を強化しており、京都府では次のとおり輸出事業者からの申請を受付け、証明書を発行しておりますのでお知らせします。
１　申請受付対象

ア　加工食品については京都府内に加工場がある事業者で、次の（２）のアに該当する食品を輸出するに当たり証明書の発行を希望される事業者

イ　生鮮食品については、次の(２)のイに該当する食品を輸出するに当たり証明書の発行を希望される事業者

２　京都府で証明書を発行するもの

ア　加工食品については、次の（ア）又は（イ）

（ア）　最終の加工地が京都府内で、平成２３年３月１１日より前に加工されたもの

（イ）　最終の加工地が京都府内で、その主原料が相手国の指定する都道府県の原産でないもの

イ　生鮮食品については、京都府内で産出（収穫など）されたもの

３　対象相手国：欧州連合（ＥＵ）、シンガポール、韓国、マレーシア、タイ、ブラジル、仏領ポリネシア等

４　受付申請窓口：農林水産部研究普及ブランド課

℡：０７５－４１４－４９４０又は４９４１

詳しくは同課にお尋ねください。

□□□□諸外国・地域の輸出規制措置状況についてお知らせします。□□□□

◆ジェトロホームページ（http://www.jetro.go.jp/world/shinsai/20110318_11.html）に、日本から輸出される物品の放射線検査機関についての情報が掲載されています。

 　なお、京都府においては、農林水産省に対して以下のことを要望しています。

　　・中国が求める放射能検査レベルについての確認

　　・証明書発行機関についての整理

◆また、諸外国・地域において輸入規制措置が取られている情報をお知らせします。

 　詳細については、農林水産省ホームページをご覧ください（今後、適宜更新）。 

【農林水産省HP：福島県内での原発事故に係る各国の輸入検査】 
http://www.maff.go.jp/j/export/e_info/hukushima_kakukokukensa.html 

【農林水産省HP：「農林水産物・食品の輸出に係る留意事項について」】 
http://www.maff.go.jp/e/export/ryuijikou.html 

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
６　エリア情報
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
【観光情報】

☆★かやぶき民家に代表されるのどかな田園風景。丹波ブランドで有名な松茸や栗をはじめ、鮎など野山の恵みを感じに出かけてみませんか。☆★

●あやべ山家観光やな魚
◇日時：９月１日（木）～３０日（金） 

◇場所：綾部市下原町由良川河原 

◇内容：清流・由良川の流れを利用し魚の通り道に「やな」を仕掛け、人間と魚の知恵比べ。昔から川辺に住む人々の暮らしから生まれた漁法です。野趣豊かな「やな魚」を体験してみませんか。
●元伊勢八朔祭
◇日時：９月４日（日）
◇場所：福知山市大江町天田内
◇内容：１６５８年この地方が干ばつに見舞われたとき、雨乞いの祈願をしたのが始まり。２．５ｍの大鳥毛を投げ渡しながら練り込む奴道中はダイナミックで、見る者を圧倒します。
　　
●天橋立ツーデーマーチ
◇日時：９月１０日（土）、１１日（日）
◇場所：宮津市内
◇内容：秋の風を受けながら、天橋立をはじめ丹後の自然と名所などを２日間のわたり楽しく歩く大会です。また、汽船で移動するコースが特徴です。
●穴観世音秋の大祭
◇日時：９月１４日（水）
◇場所：舞鶴市東神崎

◇内容：昔、丹波の盲目の老婆がお告げにより神崎の里をたずね、この洞窟をさがしあて、三体の石仏に祈り開眼したといわれる。一願必ず叶えられるともいわれ参詣者が多い。
＝★上記のほかにもイベントがいっぱいです。詳しくは下記のホームページをご覧ください。★＝
福知山観光協会　http://www.dokkoise.com/
舞鶴観光協会　　http://www.maizuru-kanko.net/pc/
綾部市観光協会　http://www.ayabe-kankou.net/
丹後広域観光キャンペーン協議会　http://www.tangokankou.jp/
京都府中丹広域振興局　http://www.pref.kyoto.jp/chutan/shoukan/index.html
京都府丹後広域振興局　http://www.pref.kyoto.jp/tango/no-shoko/index.html
【地域情報・トピック】
****************************************
■舞鶴にある二つの“富士”をご紹介します！！
****************************************
　８月８日に立秋を迎え、季節は少しずつながらも、おでかけシーズンの秋へと向かっています。とかく海のイメージが強い舞鶴ですが、山にも見所があるのをご存じでしょうか。

舞鶴湾や舞鶴市内のパノラマビューが近畿百景第１位に選ばれたことで五老岳のことは、既にご存じの方も多いのではと思いますが、このほかにも、その姿が富士山に似ていることから「○○富士」と呼ばれる山があります。
福井県若狭地域をとおる国道２７号線を西に向かって車を走らせると、京都府との境にある青葉山という名の山が前方に見えてきます。別名を『若狭富士』と呼ばれ、山腹には西国三十三箇所第２９番札所である松尾寺もあります。
　さらに、国道２７号を西に走り、舞鶴西港エリアにさしかかると、前方右手に、建部山という名の山が見えてきます。別名を『丹後富士』と呼ばれ、ハイキングでも楽しめる山です。
　ただいま舞鶴では、８月末までを期間として、特産品が当たる岩がき丼キャンペーンを実施中です。旬の舞鶴岩がきを味わう楽しみに加えて、二つの富士を探る旅はいかがでしょうか。休日のお出かけは、是非、舞鶴へどうぞ。詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。
＜お問い合わせ先＞
舞鶴観光協会
http://www.maizuru-kanko.net/pc/
●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
７　関連情報のお知らせ
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
【京都舞鶴港利用のメリット】

◆京都舞鶴港利用のメリットを御紹介します。◆

□コスト削減

◆京都舞鶴港は、関西地方のみならず、西日本と北海道を結ぶ大動脈として機能する新日本海フェリーが就航していますが、フェリー利用促進のための支援を行っています。
また、京都舞鶴港は北近畿地域だけでなく、京阪神地区のコンテナ貨物を集荷し、コンテナ航路の利用促進を図るため、コンテナ貨物及びバルク貨物に関し、京都舞鶴港の新規利用等に対して支援を行っています。

詳しくは、一般社団法人京都舞鶴港振興会又は港湾荷役代理店にお問い合せください。

（後述の関連情報をご参照ください）

□リードタイム

◆京阪神地域へのアクセス整備で時間的距離が短縮されました。

　　(国道まで1分、舞鶴若狭自動車道まで５分でアクセス)

　　→三田から京都舞鶴港まで約６０分（高速道路利用） 

　　→池田から京都舞鶴港まで約１時間２０分（高速道路利用）

◆ロシア極東地域、中国東北地域、韓国沿岸地域へのアクセスが便利です。

◆また、トランシップを活用した東南アジアや上海への輸出入も便利です。

　例えば、香港は、輸入：６日間、輸出：１０日間　シンガポールは、輸入：１１日間、輸出：１４日間

　　　　　　ジャカルタは、輸入：１７日間、輸出：１６日間　上海は、輸入：４日間、輸出：７日間

　　　　　　ホーチミンは、輸入：１２日間、輸出１２日間

□ＣＯ２削減
◆フェリー航路を利用した陸送から海運へのモーダルシフトにより、ＣＯ２の排出量の削減に寄与するなど、地球温暖化問題に貢献します。

◆例えば、京都舞鶴港～小樽港の長距離フェリーを利用し、大阪市内から札幌市内へ貨物を輸送する場合、76％の二酸化炭素（CO2）削減が可能となります。
□地理的条件
◆風や波が少なく、迅速・確実な荷役で沖待ちがありません。 

◆地震が少ない地域です。

【港湾関連用地に物流関連施設、工場等の企業誘致を進めています。】

◆京都舞鶴港喜多地区には約１１haの立地可能な港湾用地があり、土地価格も安価で提供しており、定期借地（土地価格の約３％／年）も可能です。東日本大震災の影響を受けた被災企業や輸出関連産業に対する支援対策等、京都府独自の優遇制度を用意していますので、京都舞鶴港を拠点とする物流関連施設、工場等の立地を是非御検討ください。

◆現地の御案内や御説明に関しましては、京都府商工労働観光部貿易・商業課（舞鶴駐在、担当：伊藤参事、片尾主査　℡：０７７３－７５－１３１７）まで、お願いいたします。

【(社)京都舞鶴港振興会のご案内】

　(社)京都舞鶴港振興会は、北東アジア及びロシアと我が国の窓口として極めて重要な位置を占める京都舞鶴港を、京都・関西地域の国際競争力の向上や地球環境問題への対応、京都北部地域の振興のための基盤としてさらに活用するため、行政、経済界、港湾関係者、荷主などが一体となり設立した、一般社団法人京都舞鶴港振興会は、京都舞鶴港の振興のため様々な取組を展開しています。

(社)京都舞鶴港振興会では、会員を募集しております。

会費は1口：5千円／年です。

是非とも(社)京都舞鶴港振興会の活動に御理解をいただき、御入会をお願い致します。

問い合わせ先：(社)京都舞鶴港振興会事務局
〒624-0945　京都府舞鶴市喜多1105番1 舞鶴21ビル 3階
TEL:0773-75-7184
FAX:0773-75-7198
E-MAIL: m-port@mxa.nkansai.ne.jp
http://www.port.maizuru.kyoto.jp/index.html
【港湾荷役代理店のご案内】

飯野港運（株）営業課
ＴＥＬ：0773-75-5371　　ＦＡＸ：0773-75-5681
http://www.iinokoun.com/　　　
E-mail： mft@iinokoun.com 

日本通運（株）舞鶴海運支店国際輸送課
ＴＥＬ：0773-75-3207　　ＦＡＸ：0773-75-2136
E-mail： nmkaiun@basil.ocn.ne.jp 

舞鶴倉庫（株）営業課
ＴＥＬ：0773-75-1850　　ＦＡＸ：0773-75-1853
http://www.maizuru-soko.co.jp/　　　

E-mail： info@maizuru-soko.co.jp 
【航路スケジュールのご案内】

　◆中国航路

　　 神原汽船㈱

http://www.kambara-kisen.co.jp/
　◆韓国航路

　　　興亜海運日本総代理店－三栄海運㈱

http://www.saneitk.co.jp/
　◆北海道フェリー航路

新日本海フェリー株式会社

http://www.snf.jp/
【貿易情報】

　■貿易一口メモ

◆◇中小企業海外展開支援策に関する国の相談窓口の御紹介◇◆

□近畿経済産業局国際事業課　　　℡：06－6966－6032

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.kansai.meti.go.jp/
□日本貿易振興機構　大阪本部　　℡：06－6447－2315

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.jetro.go.jp/jetro/japan/Osaka/
　　　　　　　　　　　　　　福井貿易情報センター　℡：0776－33－1661

　　　　　　　　　　　　　　神戸貿易情報センター　℡：078－231－3081

□中小企業基盤整備機構　　　　　　　(URL)http://www.smrj.go.jp/keiei/kokusai/index.html
　　　　　　　　　　　　　　近畿支部　経営支援課　℡：06－6910－3866

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.smrj.go.jp/kinki/
　　　　　　　　　　　　　　北陸支部　経営支援課　℡：076－223－5546

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.smrj.go.jp/hokuriku/
◆◇京都府農林水産物・加工品輸出促進協議会の御紹介◇◆

同協議会は、京都府内の農林水産物・加工品の輸出に取り組む方の活動を支援します
協議会の活動内容は以下のとおりです。

○輸出情報発信活動－輸出促進に役立つ情報をメーリングリストで提供します。
○輸出促進セミナー開催活動－輸出促進に役立つセミナーを開催します。
○ジェトロ、クレア等との連携活動－各関係機関と連携し、輸出促進関連情報を入手します。
○海外展示商談会を開催－展示出展、販促活動について、活動を支援します。
○海外市場調査活動－海外での普及、市場開拓に係る調査を実施します。
○海外イベントへの出展－海外で開催されるジャパンパビリオン等に出展します。

☆お問い合わせ・入会申込先は次のとおりです。
〒６０２－８５７０　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町　京都府農林水産部　研究普及ブランド課内

電話：（０７５）４１４ー４９４０、ＦＡＸ：（０７５）４１４ー４９７４
☆★貿易に関する相談がございましたら、こちらまで★☆

　　ジェトロ京都情報デスク

　　京都リサーチパーク　京都府産業支援センター１階

京都市下京区中堂寺南町１３４
電話番号　０７５－３２５－２０７５
FAX番号　０７５－３１５－９０９１
http://www.pref.kyoto.jp/trade/13500004.html
E-mail：jetro-kyoto@ki21.jp 

【京都舞鶴港利用促進パートナーシップ事業のご案内】

http://www.pref.kyoto.jp/news/press/2010/5/1274921383540.html
当サイトでは、みずなぎ通信のバックナンバーを掲載していきます。

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
８　編集後記
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○

京都舞鶴港は、7月29日に日本海側拠点港の応募を行いました。秋頃には選定の予定です。

京都舞鶴港は、中・韓・露といった対岸諸国との地理的優位性を生かした国際複合一貫輸送網の構築や中国をはじめとする海外からの観光誘客の玄関港としての機能強化などを目指しています。

また、大陸からのエネルギーや食糧などの輸入拠点港化や太平洋港湾のバックアップ機能の整備なども併せ持つゲートウェイ機能を整備していきます。

7月には、大連市、ナホトカ市、浦項市との覚書も締結し、更に諸外国との連携を進めておりますので、引き続き御支援をお願い致します。

結びに、重ねて、今回の「東北地方太平洋沖地震」におきまして、お亡くなりになった多くの方々へお悔やみ申し上げますとともに、被災された皆様をはじめ、今も避難生活を余儀なくされておられます皆様に、心からお見舞いを申し上げるとともに、１日も早い復興を心から願っております。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
発行者：京都府貿易・商業課

京都市上京区下立売通新町西入
■TEL: 075-414-4840 ■FAX: 075-414-4870
■URL: http://www.port.maizuru.kyoto.jp/
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
